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・地方創生
　人口減少にストップをかけ、ヒト・モノ ･カネの東京一極集中を是正し、バランスの良い経済に裏打ち
され、安定した豊かな地域社会の実現をめざす。これが ｢地方創生｣ の概念です。しかし、今まで私達が
長年にわたって信じ、めざしてきた豊かな社会への選択は、結果的に大都市圏域への人の集中、中山間地
域の凋落と過疎化現象を招き、皮肉にもこれが日本社会の将来基盤を揺るがすことになるということなの
です。それを変革すること、つまりこれが「地方創生」なのですが、従来の常識では決して糸口を掴みき
れない大変難しい解決課題といえます。

・西粟倉がなぜ注目されるか
　そんな中、なぜ今西粟倉村が注目されているか。ここ数年来の変化、村への移住者の増加や林業とその
関連産業の創業など特に地域資源を活用した活性化が進んだ結果だと言えます。それも過疎化が進み、人
口わずか 1500 人の、合併をしなかった村で起こったまさに常識を覆す出来事だからなのです。
　今年は５年ごとの国勢調査の年です。この５年間では人口減少のスピードが緩やかになり、死亡、転出
などによる減少数と出生、転入による増加数が均衡状態にあります。もちろん転入者がなければ、推計通
り 80人か或いは 130 人程度人口は減っていたかも知れません。移住者、Uターン者等が人口減少にスト
ップをかけているのは紛れもない事実なのです。近隣市町村の人口減少のスピードが一層激しさを増す中、
とりわけこういった現象が特別注意を引いたものと思われます。

・西粟倉がめざすもの
　人口と産業の深い関係。村の土台を支える上ではどちらも大きな影響があります。｢百年の森林構想｣
は既に 7年目に入りますが、その関連では多くの移住者を呼び込み、仕事を供給し、また移住者自らが
村や村の資源の中に新しい価値観を見出し、仕事を創造してきました。しかし、安定した産業となるには
まだまだ試行錯誤、試練は続きます。全てはまだ始まったばかりなのです。この西粟倉村存続への新しい
萌芽。これを本物に育てあげるには、移住者を含め村民同士の融和、相互理解、そして協力がどうしても
必要です。「地方創生」はそうでなくては絶対に実現できません。共通の目標を持ち、信頼関係を深め、「上
質な田舎、誇りあるふるさと西粟倉村」に続く道をしっかりと創って参りたいと考えています。
　また、豊かな未来に絶対に欠くことのできないもの。それが ｢地域エネルギー｣ の存在です。世の中は
一見お金や経済で回っているように見えますが，実は全てエネルギーで回っていると言っても過言ではあ
りません。お金があってもエネルギーが無ければ新幹線も動かないのです。安定した社会生活をめざすに
は、また安定した村の財政基盤を築くために早急に取り組むべきは新たな再生可能エネルギーの開発です。
わが村の「地方創生」には森林からのバイオマスエネルギー、河川からの水力エネルギーの開発が大きな
鍵となります。｢環境モデル都市｣、｢バイオマス産業都市｣ としても全国に誇れる「エネルギー自立の村」
を実現したいと思います。

　この度の村長選挙では皆様の大変厳しい選択の結果、当選の栄を賜りま
したこと、すべての村民の皆様に心から感謝とお礼を申しあげる次第です。
ひきつづき首長を務めさせて頂くにあたり、前期をふり返って現状の把握
とこれからの指針を述べさせて頂きたいと思います。

村長就任のご挨拶

青木村長
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【マイナンバー制度のお問い合わせ】
全国共通ナビダイヤル　TEL：０５７０－２０－０１７８
受付：９：３０～１７：３０( 土・日・祝日・年末年始を除く )
ＨＰ：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
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　平成 27年 10 月 5日より番号法が施行されることを受けて、各世帯への「番号通知カード」の発送が開
始されます。順次発送されるため、平成 27年 11 月末頃までにはお手元に送付される予定です。西粟倉村
内への概ねの発送時期が分かりましたら、告知放送及び文字放送にてお知らせする予定です。

■通知カードと個人番号カー
ド交付申請書は、住民票のあ
る住所へ、各世帯ごとに簡易
書留にて送付されます。（通
知カードは転送されませんの
でご注意ください。）

■「個人番号カード（マイナ
ンバーカード）」を希望する
方は、通知カードと一緒に届
く個人番号カード交付申請書
（右図参照）を使って「個人
番号カード」の交付申請がで
きます。
詳しくは、同封の案内文をご
覧ください。
（初回交付は無料）
なお、「個人番号カード」の
交付は平成 28年 1月から開
始します。

通知カードと個人番号カード交付申請書のイメージ

おもて面（案） うら面（案）



4広報にしあわくら　10月号



5 広報にしあわくら　10月号

　９月１３日（日）に、幼小中合同運動会を西粟倉村民グラ
ウンドにて行いました。
　小学校や中学校のお兄さんお姉さんと練習してきた色別ア
ピール、３歳児のかけっこ、４，５歳児のリレー、玉入れ、
親子踊りと次々演技を行いました。また、今年度、幼稚園の

年長児のぞう組は幼稚園
最後の運動会を頑張りました。

子ども達は、“炭坑節 ” を踊りました。「わっしょい！わっしょい！」のかけ声とともに御神輿も登場し、お
祭り気分いっぱいで１回目は子ども達だけで踊り、２回目に は地域の人に輪に入っていただいて踊りまし
た。
　支援ボランティアさん、園児のおじいちゃんおばあちゃんだけでなく、大勢の皆さんに入っていただいて
一緒に踊れたことは、子ども達にとってとても心に残る温かい体験になったと思います。「たくさんの人が
いっぱい入ってくれて嬉しかった。」「一緒に踊って楽しかった。」「初めてなのにすぐに踊れてすごい。」と、
年長児の子ども達が感想を言っていました。皆さん大変ありがとうございました。
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　９月１３日（日）に村民グラウンド
で幼・小・中合同運動会が行われまし
た。
　今年度は悪天候の日が多く、屋外で
の練習も満足にできませんでした。
　そんな中、子どもたちは最高のパフ
ォーマンスを披露し、地域の方々や保
護者の皆様に笑顔と感動を送ることが
できました。
　次は文化祭に向けて、一丸となって
がんばっていきます。

イロトリドリのおどりは、さい
しょのまねっこのところもぜん
ぶせいこうできたからたのしか
ったし、せいこうしたからよか
ったです。　（２年）

中学年リレーでは、チー
ムのみんなに「がんば
れ！」と声をかけても
らい、みんなのために
も、「一位でゴールして
やる！」と思って走りま
した。
結果は、一位でゴールで
きたので、みんなの応援
のおかげだなと思いまし
た。（4年）

僕は運動会の目標を立てていました。それは、「最
後までやり抜く」ということです。みんなと力を合
わせて、最後まであきらめず、がんばろうという気
持ちを込めて目標にしました。
予行演習では、自信を持ってすることの大切さを学
びました。また、旗を持つときにはかっこよく、ぴ
しぴし歩く。小学校全体のことでは、リーダーシッ
プをとることが大事だと思いました。小学校生活最
後の運動会はみんなで力を合わせてできて本当に良
かったです。（６年）

私は準備係だったのですが、ちょっとでも間違える
と、みんなに影響が出るから、少し緊張していまし
た。予行演習の時も間違えてしまい、本番はどうな
るか、不安でした。そして、待ちに待った運動会の
日が来ました。家族に心配な気持ちを話すと、「ど
うせ失敗するし、頑張れよ！」と言われましたが、
私は負けません！
競技が始まると、すぐに準備係の出番が来ました。
戸惑うこともありましたが、みんなで協力しながら
無事に終えることができ良かったです。（５年）

ぼくは、ダンスが楽しか
ったです。初めはぜんぜ
ん場所もわからなかった
けど、本番では、全部か
んぺきでした。
リレーは一番になれなか
ったけどおもいっきり走
ったし、バトンパスもち
ゃんとわたせたからよか
ったです。（３年）

わたしは、イロトリドリのダ
ンスをがんばりました。
ママが「がんばっとったな
ぁ。」といってくれました。
おひるはおにぎりがおいしか
ったです。（１年）

わぁわぁわぁ！ ( １. ２年 ) わぁわぁわぁ！ ( １. ２年 ) 

ふるさとからの借り物（３. ４年）ふるさとからの借り物（３. ４年）
落としちゃ落としちゃ
だめだめよ～！だめだめ！ ( ５. ６年 )よ～！だめだめ！ ( ５. ６年 )

あわくら音頭あわくら音頭イロトリドリにイロトリドリに
かがやこう ( 低学年 )かがやこう ( 低学年 )

三代目西粟倉ブラザーズ三代目西粟倉ブラザーズ
( 高学年 )( 高学年 )

元気笑顔仲良しパワーで
勝利のつなを引きよせよう

あたたかいご声援
　　ありがとうございました。
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納得いくまで何度も練習をした《よっちょれ》《ソーラン》
本番は気持ちを一つにし、「ソーランソーラン」「どっこいし
ょ !!」と力強い踊り・掛け声を村全体に響かせました !!!

幼稚園・小学校のリーダーとして大きく成長しまし
た。最後はとっても良い笑顔 !! 最後までご声援い
ただいた方々ありがとうございました。
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一般書
・『悲しみの底で猫が教えてくれた大切なこと』

                                                                 瀧森古都／著
・『花燃ゆ３』　　　　　                   大島里美　ほか／著
児童書 
・『５年２組横山雷太、児童会長に立候補します！』

いとうみく／著
・『くすのきだんちのあきまつり』

武鹿悦子／作　末崎茂樹／絵
・『かいじゅうのさがしもの』　　　    　富安陽子／著

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

『脳にウケるおもしろ雑学』　　　　　　坪内忠太／著
☆問い合わせ先☆
　　

･･･ 浦島太郎が助けたカメは、オスかメスか ?

参加・応募期間：10月 27 日（火）～ 11月 9日（月）
抽選結果掲示期間：11月 11 日（水）～ 11月 25 日（水）
対象：図書館を利用してくれる１８才以上の方なら誰
　　　でも可能です。

平成２４年度生まれの平成２４年度生まれの
元気いっぱいの元気いっぱいの
１１名の子どもたちです !!１１名の子どもたちです !!

運動会に運動会に 格好良く元気に格好良く元気に
　『は～い !!」　『は～い !!」

お母さんとお母さんと

一緒に一緒に
「１．２．１．２･･･」
「１．２．１．２･･･」

たのし～いね !!
たのし～いね !!



9 広報にしあわくら　10月号

　8月 16 日から 25 日までの 10 日間、西粟倉中学校の 3名の
生徒がオーストラリア語学研修に参加し、ホームステイをしなが
ら授業に参加するなど国際交流を行ってきました。ホームステイ
先はニューサウスウェールズ州のワガワガという街でシドニーか
ら６００㎞位離れています。ホームステイ先の家庭では日本語は
ほとんどしゃべれません。西粟倉とは生活様式も食文化も違う中
で英語漬けの生活はよい経験になったと思います。

　西粟倉中学校のオーストラリア語学研修は平成 15年度から平成 27年度までに延べ 56名の生徒が参加
しています。今年度はMater Dei Catholic College という中高一貫の学校で 1週間、もちろんですがすべて
英語での授業に参加しました。受け入れ先の学校は日本人の受け入れが初めてでしたが親切に私たちを受け
入れていただきました。

西粟倉の紹介西粟倉の紹介

地下鉄シドニー駅地下鉄シドニー駅

授業風景授業風景

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

西粟倉中学校の取組
　学校の森・子どもサミットへ参加『郵便ワークショップ』

　     　　　　○西粟倉村の取組みにより関心を持つ
○参加者への指導を通してリーダーシップを育てる

サミットに向けて
４月　計画立案
５月   役割分担
　　　ハガキ作成依頼
　　　と取材

木材の良さを活かす　木のポスト
・郵便ポストのデザイン
・ポスト製作
                        　    【1 年生 技術科】

木材の有効活用　木のハガキ
・資料計画　役割分担
・発表資料作成
・発表練習　           【2 年生 国語科】

子どもサミット（２年生）
・プレゼンテーション 
・参加者の指導

西粟倉村の森林を知る　（全校）
・森林体験学習  間伐体験

【総合的な学習】

【郵便ワークショップを終えて】

◆中学校学習発表会のお知らせ◆
１０月２４日（土）8:45 ～ 12:20　西粟倉中学校　体育館
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※木のおもちゃで遊ぶ子どもたちのサポートをしてくださるボランティア
　スタッフを募集中です！！
　午前・午後・終日からお選びいただけます。詳しくは、産業観光課へ
　お問い合わせください。ささやかなお礼もご用意しています。
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め
ま
す
！

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
ご
感
想
は
こ
ち
ら
へ
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観
光
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小
さ
な
こ
ろ
か
ら
親
し
み
の
あ
る
、

文
字
を
書
く
道
具
と
い
え
ば
鉛
筆
。
正

式
に
は
、
文
具
で
す
ね
。
昔
は
、
自
分

で
鉛
筆
を
小
刀
で
削
り
、
学
校
へ
持
っ

て
行
っ
て
い
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鉛
筆

に
は
、
十
七
種
類
の
濃
さ
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　

鉛
筆
の
歴
史
は
、
遡
る
こ
と
約

四
五
〇
年
前
、
イ
ギ
リ
ス
で
黒
鉛
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
こ
れ
を
芯

に
し
た
「
鉛
筆
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

日
本
に
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
四
〇
〇
年

ほ
ど
前
の
徳
川
家
康
の
時
代
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
産
の
鉛
筆
が

　

こ
ん
に
ち
は
、
木
工
房
よ
う
び
の
田

中
で
す
。
2
年
前
、
大
学
卒
業
後
に
千

葉
県
か
ら
西
粟
倉
に
移
住
し
て
き
ま
し

た
。

　

大
学
で
は
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
が
し
た

く
て
建
築
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
よ

り
深
く
も
の
づ
く
り
を
知
る
た
め
に
建

築
現
場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
、
職
人
さ
ん
の
技
術

力
の
差
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

既
製
品
の
ス
チ
ー
ル
の
手
す
り
を
取
り

付
け
る
だ
け
の
作
業
で
も
、
職
人
さ
ん

の
立
て
た
手
す
り
か
ら
は
、
真
っ
直
ぐ

な
だ
け
で
な
く
、
緊
張
感
の
よ
う
な
も

の
ま
で
漂
っ
て
い
て
見
惚
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
美
し
い
設
計
を
す
る
だ

け
で
は
美
し
い
も
の
が
作
れ
な
い
。
い

い
つ
く
り
手
な
し
で
は
い
い
も
の
が
作

れ
な
い
。
今
思
う
と
も
の
す
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
当
時
の
僕
に

は
衝
撃
で
し
た
。

　

建
築
の
他
に
日
本
の
森
林
問
題
に
つ

い
て
も
少
し
学
び
、
現
在
こ
ん
な
に
も

豊
富
な
木
材
が
あ
る
け
れ
ど
う
ま
く
使

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
知
り
ま
し

た
。「
余
っ
て
い
る
木
材
を
自
分
の
手

で
加
工
し
て
、
家
具
が
作
れ
た
ら
こ
ん

な
に
素
敵
な
も
の
づ
く
り
は
な
い
」
そ

う
思
い
、
木
で
家
具
を
つ
く
る
と
決
め

ま
し
た
。

　

西
粟
倉
に
き
て
山
と
暮
ら
し
と
が
こ

「
地
の
木
で
つ
く
る
」

木
工
房
よ
う
び

　

田た
な
か中　

良り
ょ
う
す
け典（
松
戸
市
）

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ず
っ

と
先
の
明
治
時
代
の
こ
と
。
外
国
の
仕

組
み
を
取
り
入
れ
、
す
べ
て
の
青
少
年

が
平
等
に
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
鉛
筆
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

　

鉛
筆
は
、
筆
圧
で
強
弱
が
つ
け
や
す

く
、
書
き
手
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
や
す

い
の
が
魅
力
。
ま
た
「
木
」
で
で
き
て

い
る
た
め
、
握
っ
た
感
触
が
優
し
い
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
森
の
た
め
、
人
の

た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
道
具
の
ひ
と

つ
で
す
。

ん
な
に
も
近
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

実
際
の
距
離
だ
け
で
な
く
、
間
伐
の
進

ん
だ
森
に
綺
麗
な
ミ
ツ
マ
タ
が
咲
い
て

い
た
り
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
た

り
と
実
際
に
山
が
豊
か
に
な
る
と
自
分

た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
。
西
粟
倉

の
ヒ
ノ
キ
で
家
具
を
つ
く
っ
た
ら
ホ
タ

ル
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な

可
能
性
を
信
じ
て
ほ
ん
の
少
し
で
も
協

力
で
き
る
と
い
う
の
は
や
り
が
い
で
も

あ
り
、
こ
の
村
に
住
む
楽
し
み
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
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☆シートベルト着用調査結果☆

 調査日時：9月 2７日（日）9:00 ～ 9:30
 調査場所：西粟倉 IC

　９月２１日から３０日にかけて、『秋の交通安全
県民運動』が県下一斉に展開されました。本村でも、
地域の皆さまによる街頭活動や広報車による啓発活
動が実施されました。２７日には西粟倉村交通安全
推進委員の方による恒例のシートベルト着用調査と
カーブミラー清掃が行われました。 　これから秋の行楽シーズンになります。過ごしや

すい気候のため、行楽地へのドライブやレジャーに
出かける方も多いと思います。ちょっとした油断や
不注意で、交通事故を起こしてしまうことがないよ
う十分気をつけましょう。
　また、自転車や歩行者の皆さまはライトを早めに
つけ、夜光反射材を身につけるなど、自分の存在を
しっかりアピールし、交通事故に遭わないようにし
ましょう。

方面別 通過車両 着用車両 着用率
西粟倉 IC 上り 29 台 28 台 96.55％
西粟倉 IC 下り 35 台 35 台 100％
合　計 64 台 63 台 98.44％

　また、２４日にはあわくら会館で交通安全法令講
習会を開催しました。交通安全に関する DVDを見
たり、美作警察署交通係長から最近起きている事故
の話を聞き、交通安全について改めて考える機会と
なりました。
　期間中、ご協力していただきました皆さまありが
とうございました。

　９月２７日（日）に開催した恒例のヒルクライム in ダ
ルガ峰に遠くは愛知県や石川県からの参加者など１６５名
がタイムレースを行いました。
　このコースはあわくらんど前のスタートからゴールのダ
ルガ峰休憩舎までの距離１２km、標高差７３０ｍ、最大
斜度１４％の激坂もある県内最強のヒルクライムコース。
　当日は少し暑いくらいの晴天。
　総合優勝者のタイムは何と３７分８秒！
　５０代の部のトップタイムは４０分３０秒と２０代・
３０代の部でも入賞するタイム !!
最高齢の参加者は７０歳
　春と秋に２回行なうヒルクラ
イムの開催によって、自転車競
技を行う西粟倉村が自転車好き
の方に定着し始めています。
　皆さんも趣味と健康づくりを
兼ねて自転車をはじめてみませ
んか。　
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　９月１５日からふるさと納税を取り扱うサイト “ さと
ふる ” で西粟倉村へふるさと納税を行うことができるよ
うになりました。
　「ふるさと納税」は、居住地以外の自治体へも寄付を
行える制度です。寄付金の使い道を選ぶことができ、お
礼に地域の特産品などを受け取れたり、税金の控除を受

けられるなどのメリットもあります。
　村外にお住まいの方から寄付としていただいたふるさと納税の使い道は、下記の取り組みの中から指定し
ていただき、大切に活用させていただきます。

１.「百年の森林構想」による森林整備推進への取り組み
２．環境モデル都市構想による低炭素な村づくりと再生可能エネルギー導入への取り組み
３．学ぶ心を培い豊かな人間性をはぐくむための取り組み
４．村民が自主的に実施する地域コミュニティ事業の補助や行政との協働による村づくりの
　　推進
５．健やかに充実して暮らせるための取り組み
６．地域存続のための移住 ･定住や起業を支援するための取り組み

　９月１７日（木）美作県民局勝英地域森林課より「ツ
キノワグマ被害防止対策出前学習講座」を行いました。
クマの生態や被害に遭わないためにどのような対策を講
じるか、スライドを使ってわかりやすく説明していただ
きました。講座の後、クマ除け鈴を作りました。革紐を
編むのに少々時間がかかりましたが無事完成しました。

【あわくら大学１０月講座】
１０月１６日 ( 金 ) 午前１０時～　
　　　　　　　あわくら会館大ホール

9 月講座9月講座
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接種期間：平成２７年１０月１日～平成２８年３月３１日
接種場所：① 西粟倉村診療所 （※予約が必要です。午後の時間帯にお電話ください。）℡ 279-2220
　　　　　　※かかりつけ医のある方は、まず、かかりつけ医にご相談ください。
　　　　　② 県内の医療機関 （※予約が必要です。）
　　　　　③ 県外の医療機関 （※県外で接種される 65歳以上の方は事前に保健福祉課までご連絡ください。）
持  参  物：保険証など年齢が確認できるもの（助成券が送付されている方は必ず一緒にお持ちください。）
料        金：下記のとおり〈各年齢や世帯に応じて、助成の有無や、助成額が異なっています。〉　　　

年齢別 中学３年生以下 高校１年生 ～ ６４歳

６５歳以上
６０～６４歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機
能障害、またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能に日常生活が極度に制限される
障害を有する方。

回数 １２歳までは２回接種。１３歳からは１回のみ。 （基本的に）１回のみ （基本的に）１回のみ

世帯別 生活保護・
非課税世帯の方 課税世帯の方 生活保護・

非課税世帯の方 課税世帯の方
生活保護・

非課税世帯の方 課税世帯の方

０円 1, ５００円 3, ０００円                    ０円     1, ５００円

医療機関により異なる

助成額　
（１回あたり）
 ０～１２歳
　　 　　2, ０００円
 １３～１５歳
　　　 　3, ０００円

医療機関により異なる

助成額
（１回あたり）
 ０～１２歳
　　 　　５００円
 １３～１５歳
　　 　1, ５００円 

医療機関により異なる                  ０円     1, ５００円

☆☆今年度の診療所での集団予防接種の予定は☆☆
　　　　　10月 28 日、11 月 11、18、24 日、12 月 9日です。
上記、予定日に接種が困難な方は、個別接種もできますので診療所までご相談ください。

ご不明な点などございましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。
西粟倉村保健福祉課　℡ 0868-79-7100（村内無料 279-7100）
西粟倉村診療所　　　℡ 0868-79-2220（村内無料 279-2220）

               ※中学３年生以下の方で、西粟倉村診療所以外の医療機関で接種された場合は、領収書・接種証
                   明書・印鑑・受け取り口座の通帳をお持ちのうえ、保健福祉課までお越しください。
　　　    ※生保・非課税世帯で、１０月２日以降予防接種時に６５歳となる方は、接種する前に保健福祉課
                   までご連絡ください。

【
自
己
負
担
額
】

西
粟
倉
村
診
療
所
で

接
種
さ
れ
る
場
合

【
自
己
負
担
額
と
助
成
額
】

西
粟
倉
村
診
療
所
以
外
で

接
種
さ
れ
る
場
合
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健 豆 識知康
西粟倉村診療所より

肺炎と肺炎球菌ワクチンについて
　日常でかかる肺炎で一番多い原因菌は、肺炎球菌です。
普段は元気でも年齢を重ねることや、持病の悪化や体調の変化などで抵抗力が低下したときに感染してしま
います。
　肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌による肺炎などの感染症を予防し、重症化を防ぐためのワクチンです。
　毎年接種するインフルエンザとは異なり、再接種に 5年以上の間隔を空ける必要があります。

なぜ肺炎予防が大切なの？

定期接種の対象者について
65 歳以上の方には、1人 1回、定期接種の対象となる機会があります。
対象となる年度においてのみ公費助成が受けられます。

西粟倉村診療所での接種料金
　定期接種対象者 ･････････1,500 円
　( 生活保護・非課税世帯は 0円 )
　定期接種対象でない方 ･･･3,350 円
定期接種対象者には、すでに保健福祉課よりお知
らせが届いておりますので、ご確認ください。

　肺炎は季節を問わず感染しますが、インフルエンザも肺炎を起こすきっかけになることがあります。イン
フルエンザワクチン接種時に肺炎球菌ワクチン接種を受けることを検討してみてください。( 西粟倉村診療
所ではインフルエンザワクチンと肺炎球菌ワクチンの同時接種も行っております。)
　平成 21年に成人用肺炎球菌ワクチンを接種された方は、5年が経過しています。再接種が可能な時期と
なっていますので、ご確認の上主治医にご相談ください。

平成 28年 3月 31日までに
65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、
85 歳、90 歳、95 歳、100 歳に
なられる方は ,
定期予防接種の対象者となります！

肺炎は日本人の死因
第３位

肺炎による死亡者の
約９５％は６５歳以上

肺炎は発症後に
急に悪化することもある

肺炎球菌ワクチンについてのお問い合わせは
西粟倉村診療所（電話  279-2220) まで
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　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
　今回は、｢空家等対策の推進に関する特別措置法｣ の流れについて解説していきます。
　まず市町村は、その区域内での空家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため ｢空家等対策
計画｣ を定め、その内容に従い空家等の現況調査、所有者等の把握などを行います。そして、空家等で
あるとされた建物の所有者等に対し、建物の適切な管理を促すために各種情報の提供、助言、援助を行
います。
　そして、その調査の結果空家等が…
　　　①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態
　　　②著しく衛生上有害となるおそれのある状態
　　　③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態
　　　④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切な状態
に当たると ｢特定空家等｣ と判断され、市町村長はその建物の所有者等へ建物の除却、修繕、立木の伐
採等の措置の助言や指導、勧告、命令、代執行が可能となります。
　この勧告について国土交通省のガイドラインによると、特定空家等の敷地が固定資産税等の住宅用地
特例から除外されるとあります。これは、現在住宅用地ということで６分の１に減額されている敷地の
固定資産税等の減額措置が適用されなくなるということです。ということは…敷地の固定資産税等が現

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
0868-79-2111

貸したい
借りたい

在の６倍になってしまうということです！
　もちろん、いきなりこの展開になるわけではありませんが、この法律が
施行されたことで今までのように空き家をそのまま放置せずになんらかの
対策をとる必要があるということですね。
　次回もこの法律についてお話していきます。

　障がい者が「心のバリアフリー」を目指して開催している「元気になろうやフェスタ」も第 13回目
を迎えます。
　地域の多くの方々に参加を仰ぎ、障がい者のありのままの姿を見ていただきたい、地域のつながりを
広げていきたいと思います。参加希望の方は、美作保健所勝英支所保険対策班までお申し込みください。
当日の参加もお待ちしています。

　日時：11月 15日（日）午前 10時から（受付 9時 30分）～午後 3時
　場所：作東バレンタインプラザ（美作市江見 944）
　内容
　　・美作大学社会福祉学科の学生による公演
　　　「美作福祉部隊リカイヒロメタインジャー」ただいま参上
　　・体験発表
　　　障がい者（当事者）や支援者が今までの体験を通じて感じた思いを伝えます。
　　・演芸大会、バザー、抽選会、展示販売、喫茶コーナー
　申込締切：10月 30日（金）
　主催：元気になろう実行委員会
　申し込み・お問い合わせ：美作保健所勝英支所　保健対策班（電話  0868-73-4054）
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10 月の定休日のお知らせ
　10月は定休日なしで営業させていただきます。

●あわくら温泉●あわくら温泉

10 月の定休日のお知らせ
　毎月第２火曜日が定休日です。10 月は 10 月
13日（火）が定休日になります。

おしえて ね んきん
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた揚合と同
様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成２７年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の年度
分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族〈お子様等〉の負担すべき国民年金保険料を支
払っている揚合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成２７年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となりま
す。
　このため、平成２７年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１
月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の
提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成２７年１０月１日から１２月
３１日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも力強い味方となる制
度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。
　　　　　　詳しくは、津山年金事務所　電話（０８６８）３１－２３６１までお問い合せください。

　岡山県では、がんによる死亡数は年々増加して
います。中でも乳がんは、女性に最も多いがんで
す。特に３０歳代から乳がんにかかる人が増えて
います。早く発見すれば、がんとその周辺組織だ
けを手術して、乳房を残すことができます。日頃
から自己触診を行い、検診を受けましょう。

○無料クーポン券をお持ちの方○
　平成２７年度中に、乳がん検診は４１・４６・
５１・５６・６１歳、子宮頸がん検診は２１・
２６・３１・３６・４１歳になる方は、検診費用
が無料です。５月にお送りしていますクーポン券
とがん検診手帳をご確認ください。なお、転入等
により西粟倉村に住民票があり、無料クーポン券
を持たれていない方は、お手数ですが保健福祉課
までご連絡ください。

　あわせて、毎年１０月は「がん
検診受診率５０％達成に向けた集
中キャンペーン月間」です。がん
検診への関心を深めていきましょ
う。

問い合わせ　保健福祉課　２７９－７１００

10 月は「乳がん月間」です
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西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

　８月 27 日 ( 木 ) に谷口コンベンションホールで
平成２７年度村老連杯ゲートボール大会が行われま
した。
　今年は、老人クラブの方にもチームを組んでもら
い６チームの参加で試合を行いました。なかなか思
うようにボールが進まない場面もありましたが、皆
さんゲームを楽しまれていました。これからも練習
に励んで優勝目指して頑張って頂きたいです。

結果は
　優　勝　　中土居チーム
　準優勝　　猪之部チーム
　第３位　　大　茅チーム
　おめでとうございました。

ひとり、ひとりのやさしさがあなたの住む村を
もっとやさしくしてくれます。
　赤い羽根の共同募金活動は、皆さ
んのやさしい気持ちを集める活動で
す。あなたのやさしさ・声掛け・行
動が村を変えていくはじめの一歩と
なります。今年も、皆様のご協力を
よろしくお願い致します。

日　時：１１月４日（水）　９時～１５時
場　所：あわくら会館　大ホール
参加費 ：６００円（弁当代・賞品代含む）

今年もグループでの参加とします。
１チーム　４～５名
締め切り
　１０月２３日（金）まで　　

　日頃は、社会福祉事業の推進につきまして格別なご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。社協
は村民の皆様に支えられた民間の福祉団体です。『誰もがいつまでも安心して幸せに暮らすことができる村
づくり』を目指し地域の福祉事業に取り組んでいます。
　これら福祉事業の財源は、皆様からの会費や寄付金・村助成金・介護保険事業等により成り立っており、
中でも会費は大切な自主財源となっております。より充実した福祉事業の推進と複雑多様化する福祉ニーズ
への的確な対応を図る為に皆様の福祉に対するご理解とご支援が大変重要となっております。皆様に頼られ
る社会福祉協議会となるよう職員一同頑張って参ります。本会の取り組む社会福祉事業への温かいご理解と
ご支援をお願い申し上げます。

１０月１日（木）から生活応援センター楽々がスタートしました。
“ ちょっとした生活の困りごと ” を皆さんの “ お互いさまの輪 ”
で助ける有償ボランティア事業です。
　何か困ったらまずはお電話ください！

＜応援内容＞
※ゴミ出し ( 燃えるごみ・カン・瓶等 )
※掃除
※電球の取り換え
※植木の水やり
※簡単な草取り
※宅配の注文書の記入
※布団干し・取り込み　など

　９月１０日（木）によりみちにて「おもりの体操体験会」のイベント
を行いました。
　当日は１０名の参加がありました。この体操は、椅子に座り自分にあ
ったおもりをつけ、ゆっくりと手足を動かしておこないます。この体操
を続けていくと、筋肉がつき転びにくくなり歩行もスムーズにできるよ
うになります。参加者の方からは、「基本をしっかりと勉強したから自宅でもがんばる」と言われていました。
継続が必要な体操なので毎週木曜日１４時からよりみちにて開催します。
　興味のある方は、ぜひご参加ください。お待ちしています。

お問合せ　生活応援センター　楽 （々社会福祉協議会内）
　　　　　電話　２７９－２５６１






